
福島県における
そばの振興について

福島県 農林水産部 水田畑作課



年度 全国面積 １位 ２位 ３位 ４位 ５位

５ ６６，７００
北海道
(２４,９00）

山形県
(５,７60)

秋田県
（4,440）

長野県
（4,360）

福島県
（3,７６0)

４ ６５，６００
北海道
(２４,０００）

山形県
(５,５７０)

秋田県
（4,4５0）

長野県
（4,3１0）

福島県
（3,８７0)

３ ６５，５００
北海道
(２４,３00）

山形県
(５,４３0)

長野県
（4,４60）

秋田県
（4,２４0）

福島県
（3,９１0)

２ ６６，６００
北海道
(２５,７00）

山形県
(５,３２0)

長野県
（4,600）

秋田県
（3,980）

福島県
（3,７９0)

元 ６５，４００
北海道
(２５,２00）

山形県
(５,２60)

長野県
（4,４１0）

秋田県
（３,７７0）

福島県
（3,７４0)

単位：ha

１ 県産そばの生産状況
（１）生産の推移



１ 県産そばの生産状況
（１）生産の推移

・農業施策により作付面積が増減
平成23年以降は、3,600～3,900ha程度を推移

・単収の年次変動が大きい



（２）「会津のかおり」の状況

・平成14年 会津地方の在来種を収集、個体・系統選抜を開始
・平成19年 品種登録の申請
・平成21年 品種登録

公募により「会津のかおり」と命名

「会津のかおり」の誕生まで

特徴
粒揃い・粒張りが良好で外観品質が良い
香りよく良食味、製麺加工性が高い

福島県オリジナル品種

１ 県産そばの生産状況



１ 県産そばの生産状況

（２）「会津のかおり」の状況

「会津のかおり」作付推移

種子の供給量から、近年の作付は900～1,000haと横ばい
会津のかおりと在来種の面積比は、１：４

単位：ha

福島県オリジナル品種



２ 県産そばを取り巻く状況

主な課題

（１）生産上の課題

（２）販売上の課題

（３）放射性物質の影響による課題



２ 県産そばを取り巻く状況
（１）生産上の課題
＜課題＞
・収量の年次変動が大きいため、
以下の対策を行い、単収の増加を目指す。

＜対策＞
・生産者への基本技術の指導

→農林事務所と関係機関・団体で構成する

「畑作物生産振興支援チーム」を設置し、畑作物を支援

→地域の特色を生かした畑作物の生産・供給体制を構築するため

県内１６か所にモデル地区を設定

・補助事業による動機付け
→ふくしまならではの畑作物産地づくり推進事業（県単）

そばの作業機械購入費等の１／２補助

低収の要因
・排水対策（転作作物での生産）
・連作による収量の低下
・栽培管理の不徹底（特に乾燥調製）



２ 県産そばを取り巻く状況
（１）生産上の課題

＜成果＞
・令和４年度に設置した県のモデル地区等を中心に重点的
に支援し、令和５年は実証ほにおいて、高温条件下にお
いても単収維持。

HPで公開中！



２ 県産そばを取り巻く状況
（２）販売上の課題

＜課題＞
・コロナ禍において、観光客の減少により観光地での
販売力が低下したため、イベントやPR活動等により
販売力向上を図る。

＜対策＞
・県産そばの品質安定
・「会津のかおり」「在来種」の共栄共存

によるそばの推進
・各種イベントの開催、ＰＲ活動



２ 県産そばを取り巻く状況
（２）販売上の課題
＜成果＞
・県域組織「うつくしま蕎麦王国協議会」等の活動支援・連携により、
県内外のそばファンへ魅力の発信、ファンの獲得

・GAPによる付加価値づくりとイベントによる集客



２ 県産そばを取り巻く状況
（３）放射性物質の影響による課題
＜課題＞
・原子力災害により避難を余儀なくされた地域における
そばの作付再開のために、放射性物質吸収抑制対策を
図る。

＜対策＞
・生産者に対する指導の徹底
・風評被害対策のための各種ＰＲ活動
・関係機関・団体との連携、周知

＜成果＞
・営農再開が進んでおり、そばの作付面積が増加。
放射性物質検査（モニタリング）と合わせ、安全
安心の取組が継続して行われている。

HPで公開中！



「もうかる」「誇れる」共に創る
福島のそば生産を

関係者と一緒に目指します


